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I.序にかえて写真のこと、版画のこと
銅版を始めてしばらくした頃、版画とは別の興味で写
真を始めた。始めたといってもただ安いカメラを買った
だけである。彼女の写真が欲しかっただけかもしれない。
ずいぶん他愛のない動機だ。しばらくは自分のカメラを
持ったうれしさからやたら撮りまくるだけで、あとのこ
とは写真屋が全部やってくれるものだと信じて、ただシ
ャッターを押すことだけに夢中になっていた。ただ、一
眼レフのファインダーの中は、現実とは微妙に違う虚構
のようなにおいがして、私に新鮮な印象を与えてくれた。
レンズを変えるとそれは一層きわだって、私は望遠レン
ズと広角レンズを揃え、もうそれだけで生意気にも一人
前のカメラマンになったような気がした。そうこうする
うちに多少凝った撮り方も写真雑誌などで覚え、友人に
ウンチクが言えるようになった頃、その友人が写真を始
めた。始めたといっても、ただ安いカメラを買っただけ
である。彼女の写真が欲しかっただけかもしれない…。
彼が私と違ったのは、カメラが私よりちょっと高価だ
ったことと、中学校の先生をしていて、学校の写真部の
顧問にちゃっかりおさまったことである。彼は現像や焼
き付けなども覚えて、そして、私にウンチクを言うよう
になった。
私が引き伸ばし機や暗室用品を買ったのは、その少し
後のことである。
現像や焼き付けを覚えると、ただ撮っているだけの時
とは違い、一枚の写真が出来上力ぎるまでに、自分の意志
で操作できるようになる。それが自分の作品につながっ
ていくことは、ごく自然な成り行きで、この頃から写真
をコピーにとり、銅版に転写する方法を頻繁に使うよう
になった。ただし、コピーの転写ではシャープな写真の
イメージが欲しいときには不完全で、不満を感じること
もあり、写真製版を試みることになった。これが私の版
画と写真との出会いである。
当時油絵科の学生であった私にとって、映像を作品の
中に取り込めるということは、新鮮な驚きであった。写
真は現実を写す客観的な眼でありながら、それは私の意
志で切りとった作為的な現実であり、さらに版画の中で
作品化されるとき、さまざまな作為が加わることによっ
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て、客観的映像を使いな力ざら非常に虚構性の強い表現が
可能だということが、私を版画の世界に踏み込ませる一
つの要因となったのである。
11．写真製版
写真製版は、感光のプロセスを利用して版を作ること
で、写真のイメージを版に定着させるときに使うほかに、
フィルムに直接描いたり、手描きの原稿をフィルムに起
こし、版にすることができる。凸版、平版、凹版、孔版、
いずれの版種もことに印刷の分野でその製版技術は高度
に発展してきている。この中で銅版画(凹版画)に応用で
きるものとして､各種金属の写真食刻用感光材料(フォト
レジスト）を使うものと、グラビア印刷の方法を本稿では
取り上げる。
Ⅲ、製版用フィルムと感光材料
1．ポジフィルムの作成
写真原稿にせよ手描き原稿にせよ、写真製版する際に
は、まず透明フィルムを使用する。ネガフィルムでもよ
いのだが、凹版刷りをするため、今回使用するものはポ
ジフィルムになる。凸版用に開発されたレジストは、ネ
ガ型、ポジ型の表示を反対に考えれば良い。
《手描きフィルム》
薄手の和紙、アセテートフィルム等、光を透過するも
のにオペークインク、ダーマトグラフなどの遮光性のあ
るもので、直接描く。多色刷りのもので見当合わせのあ
るものは、伸縮性のないアセテートフィルムを使うと良
いo
《リスフィルムおよび連続階調フィルム》
製版カメラで、紙焼きの写真や手描き原稿を、任意の
大きさに拡大、縮小してフイルムにすることができる。
その他、写真映像をフィルムにするには、引伸し機で焼
いても良い。写真製版に使用するフィルムは、超硬調の
リス型フイルムと連続階調型フイルムカ罫あり、線画およ
びコンタクトスクリーンによる網点を使う場合は、リス
フィルム(ポリエスターベースの上に写真乳剤を塗布し
たものでオルソタイプ、パンクロタイプなど各種市販さ
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れている）を使用し､グラビア印刷には連続階調フィルム
を使用する。濃度域に応じて各階調のものがある。
|図重クロム酸卵白の分光感度
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2．感光材料
製版用の感光材料は、成膜物質と感光剤から成り立っ
ている。当初成膜物質として天然の高分子物であるグル
ー、卵白、カゼインなどを用いたが、写真的不安定さが
あるため、その後、合成高分子物であるポリビニールア
ルコール(PVA)が用いられるようになった｡感光剤の重
クロム酸塩類、もっぱらアンモニウム塩が用いられる。
カーボンティッシュには、ゼラチンとの適合性が良いた
※
め、カリウム塩ｶぎ用いられる。この感光液は暗反応があ
り、感度が温湿度に影響を受けやすいため、保存にも注
意を要する。またクロム公害の問題もあるので、最近で
はほとんど使用されなくなってきている。
寮
有機感光剤は、感光性ジアゾニウム塩あるいはアジド
化合物が用いられ、安定的な感度と保存性を有するため、
次第に重クロム酸塩類にとって代わっていった。
もう一つのタイプの感光材料として、ポリビニルアル
コール桂皮酸エステルを使用した感光性樹脂がある。コ
ダック社製のKPRに代表されるこの感光液は水に不溶
性なので、温湿度に影響されず、露光後は極めて強固に
なる。金属腐蝕版用には溶剤現像のポリ桂皮酸ビニル系、
※
アジドゴム系、ノボラック樹脂にアジドピレンを混合さ
せ、アルカリ水溶液で現像できるアジド系がある。
※暗反応露光前に感光膜の不溶性化する現象
※ジアゾ化合物・アジド化合物
窒素同士が互いに結合している状態を含む化合物で、
紫外線によってある種の親水性コロイドを硬化(タ
ンニング)させる働きを持つ｡現在PS版､シルク用の
感光乳剤は、ほとんどジアゾ感光材料が使われてい
る。
※ノボラック樹脂
アルカリ水に溶けるが光の作用で水酸基が失われ、
アルカリに溶けなくなる。
2図は富士薬品工業製のレジスト
FMR－アジドゴム系
FPPR－アジド系ノボラック樹脂アルカリ現像
FR14-PVA重クロム酸系
FPER－アジド系トリクレン現像
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各レジストは5000A以上の長波長光にはほとんど感じな
い。したがってかなり明るい黄色光の電灯の下でも作業
ｶぎ可能である。また露光の際の光源にはレジストの分光
曲線と光源の分光波長ｶゴ合致するものを選ぶ。
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